
 

平成３０年度夏季教員研修講座を、７月

２７日（金）～８月２日（木）の５日間に

わたり、開催しました。 

 

市内小中学校等より、参加延べ人数は、

３７９名となり、大変多くの皆様にご参

加頂きました。 

 

講師の方々には、お忙しい中、準備から

当日の講座まで、親切丁寧に進めていただ

きました。 

 

「普段なかなか学べない内容の講座が多

く、参考になる。」という感想が多く寄せら

れたことから、有意義な研修となったので

はないかと考えます。 

 

参加された方々が学校へ戻り、研修の成

果を広めていくことを期待しています 

平成３０年８月１７日 

 

学校指導担当部長 

帯広市教育研究所長 

    村松 正仁 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午前は教育研究所発行の「帯広の子どもの学力」の冊子をもとに、CRT 学力テストについて考察し、授業の

指導法の工夫改善を図る講座でした。 

午後は、経験豊富な講師陣がそれぞれブースを開き、参加者は２つ選んで参加するというスタイルで、参加

者の学びたい内容に応じて研修を深める講座でした 

  

 

（外国語）小学校で現在行っていることがわかり、今後の授業計画の参考になると思いました。 

（道徳）道徳の評価について、名簿を使ってメモをしていく方法は本校になかったアイディアなのでよかったです。

（全体）具体的に実践できるものが多く、とても勉強になりました。    （西陵中学校 佐藤 舞 教諭） 

  

 

結果分析からみる帯広市内の子どもたちの弱点を中心にお話いただき、これから授業で改善していくべきとこ

ろや伸ばしていきたいところが明確になった。1年生担任なので、これから子どもたちがつまずくかもしれない

部分も見え、対策していこうと思った。また 3・5 年生の先生にも今回の研修で得た情報を共有して、学校全体

で取り組みたいと思う。                     （大正小学校 松前 智美 教諭） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

午前は、北海道公立学校スクールカウンセラーの若菜氏から、WISC 等検査の意義や位置づけを学び、参加

者同士で交流を深めました。 

午後は、児童相談所の施設見学をすると共に、講義から児童相談所の概要やかかわる法律などを学び、見識

を深める講座でした。 

  

 目の前にいる子どものリアルな姿や生活背景などから、その子の困り感がどこからきているのか、どんな支

援や対応が必要なのかをつかむことが大切で、診断や検査はひとつの「仮説」というお話に納得しました。        

（啓西小学校 佐藤 珠貴 教諭） 

  

 

子どもの権利、児童相談所の役割について、改めて整理することができました。親権、懲戒権についても研修

を深めていけたらと思います。また児童相談所が抱える問題点・課題をお互い共有できると、より連携が進むの

ではとも感じました。                        （帯広小学校 角田 隆二 教諭） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午前は市の環境都市推進課の方々を講師に招き、環境教育講座を開催しました。出前環境教室のアクティビ

ティは参加者に大変好評でした。 

午後はプログラミング教育にかかわる講座を初めて開催しました。指導主事が講師を務めましたが、専門家

も複数招き、オゾボットという実際の機器を使って、プログラミング体験等も行いました。 

  

 
世界の取り組みについて知ることができました。また「出前授業」の内容がよく練られたもので感動しまし

た。今回の内容が広く先生方に広まればいいなと思います。      （緑丘小学校 竹内 允人 教諭） 

  

 

プログラミングというと、Ｃ言語を使ったり、ＶＢＡなのかと思って、難しいことをどう生徒に教えていく

のだろうと思っていましたが、すでにあるソフトやロボットを使用すると、授業に取り入れやすいと思いまし

た。新しい研修で、これからももっと学習したいと思えました。  （帯広第四中学校 井上 朋恵 教諭） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午前は、研究所で貸し出し可能な iPad や Android タブレットなどを、テレビやプロジェクターに接続する方

法を知るとともに、研究所作成のデータベース教材を体験する講座でした。 

午後は、外国語のデジタル教材・プレゼンテーションソフトの使い方・タブレットを活用した授業の３つか

ら２つを選び、自身の興味に応じて習熟する講座でした。 

  

 

ＴＶモニタを活用する方法が様々あることに気付き、色々なアイデアがわいた。いろんな教科で活用方法を
考えたい。                             （柏小学校 西明 直樹 教諭） 
 
具体的な活用場面を想定して下さっていたので、即活用できるスキルが多かったと思います。 

（帯広小学校 横山 理恵 教諭） 

  

 

外国語のデジタル教材について、使い方や授業展開について意見交流をしながら教えて頂けたのでありがた

かったです。デジタル教材内の「どうぐ」のツールを活用して 2 学期の指導をしたいと思います。また、プレ

ゼンテーションソフトでは、今まで見たこともない技術を教えて頂いたり、知っているけど使い方がわからな

かったものを教えて頂き、明日からの教材準備に役立てたいと思います。（花園小学校 石川 涼 教諭） 

                                 （啓西小学校 西 香織 教諭） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午前は ONE-UP 研修会として、礼法の宗家に直接ご講話を頂く大変貴重な機会となりました。「かたち」の

みにとらわれず「こころ」が伴うことが、礼を尽くすことの神髄です。 

午後は手話講座でした。手話の仕方のみではなく、耳が聞こえない場合の物の見方や感じ方についてお話を

頂き、幅広い知識を得ることができた講座となりました。 

  

 

北海道では歴史が短いこともあり、日本文化や礼法というものは、なかなかふれあうことも、学ぶ機会もあ

りません。なので、このように“日本のよさ“や“伝えるべき心“を学べるチャンスがあったことはありがた

いです。子どもたちにも伝えられるかと思います。 （清川中学校 下倉 直江 教諭） 

  

 

手話を全く知らないので、この講座を受けるかどうか迷った末に、受講しました。手話を覚えることも大切

ですが、ろう者に対する理解（しようとする気持ち）が最も大切だと思いました。「手話の出前講座」があると

いうことも知ることができてよかったです。活用したいです。      （西小学校 田守 薫 教諭） 


